
マスター タイトルの書式
設定 

楽器の演奏音を認識して、演奏の評価をしてくれるロボット。 

音声認識と組み合わせて、音楽の先生の役割をする。 

ロボットと一緒に会話をしながら楽器の演奏を楽しめる。 

上手い演奏をしたときにリアルタイムに褒めてもらえるため、嬉しくなる。 

演奏をロボットが聴いてくれているため、ひとりで演奏するより楽しい。 

より多くの機能を搭載し、自宅でも音楽を楽しめるようなロボットを作って、世の中の文化繁栄に 

貢献したい。 

和音認識・アドリブ採点技術 

音楽先生ロボット 

【システム構成】 
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【アドリブ演奏評価】 
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【Cメジャースケール】 
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【Gのコードトーン】 

楽曲を流しながら、その曲の調や 
コード進行にあったメロディを弾いているか 
を判定する。 
 
例えば、ハ長調（Ｃ）の曲で、コードがＧの 
区間では、右の図のように 
Ｃメジャースケールの音を弾くと得点が上がり、 
さらにＧのコードトーンの音を弾くと得点が 
上がるようにしている。 
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